
ASEAN市場は今週も波乱含みか。
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過去2週間ほどはほぼ一貫した陰線相場だった。ただ、値幅調整が進展したことで、今週は安値確認、その後の

反発相場を予想する。金曜の急落後の戻りは、押し目買いが入り始めた証拠で、世界市場に亀裂が生じなけれ
ば、一進一退での下値固めの相場となるだろう。主力銘柄の第3四半期決算もほぼ出そろい、ここは好業績でや
り安感が台頭している銘柄を拾い始めたい。

市場一刀両断 今週は下値確認の動きを想定



アナリスト注目銘柄 Globe Telecom, Inc. (GLO)
（DMC)
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【注目材料】第3Qは2ケタ増収益を達成。EPSは155ペソに拡大し、PERは12倍台まで低下した。今年子会社化したIT企業のYonduと
の相乗効果が表面化することを考慮すると、今後とも増収増益基調が続くものとみられる。
【会社概要】シンガポールテレコムと資本提携している通信会社。モバイル系に特化した経営戦略が開花している。M&Aにも積極
的で、ここ数年、相次いで企業買収を行っている。
【投資戦略】週足を見ると1730～2330ペソの間での往来相場となっている。足元は底値圏から高値に向けての上昇相場に入る構
えを見せている。業績好調で割安感が強まってきただけに、まだ安値圏にある現在は絶好の仕込み場といえる。

Analyst’s Take: StrongBuy
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NEW！ 低リスク・高パフォーマンスの“UpDown投資”

読者が株長者になっていただきたいために開発
したのが“UpDown投資”。これは銘柄ごとに決ま
る「Bestテク」の確定足の判断で、寄付きに“買い
建て”、引けに“決済”するもの。日足なら1日、週
足で1週間だけの投資期間で、保有リスクは限ら

れる。一方でパフォーマンスは、通常のトレードよ
り多いケースも多々ある。
今週から指数採用30銘柄のBuy判断銘柄を掲載

する。週足なので月曜寄付きに買い注文を出し
金曜引けで決済するわけだ（ただしパフォーマン
スは売買手数料などは除外）。
下は右銘柄のなかのパフォーマンス例。
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ICHMOKU判断銘柄 Roxas and Company, Inc. (RCI)

今週は「テクニカル診断」ページのICHIMOKU判断検索に新たに追加した「AIパターン検索」を活用した銘柄抽出。

今回は週足でAIパターン分析の安値上
抜けとなった銘柄を抽出。2銘柄がヒット
したが、OMはやや流動性に問題があり、
今回はRCIを選択した。

戻り高値圏でのもみ合い相場を上抜け
る動きだ。砂糖税の影響で第2Qは大幅

な最終赤字に転落したが、来週に予定
されている第3Qでは黒字浮上が見込ま

れ、それに伴い現在のもみ合い相場を
上抜けが期待される。直近高値の2.1ペ
ソ抜けを追撃となる。
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最低売買金額一覧（11/22現在）
現在）


